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新
年
度
に
向
け
て
の
所
信
及
び
村

政
の
基
本
方
針
を
申
し
上
げ
、
村
民

の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

国
内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
２

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
変

異
株
の
出
現
と
連
動
す
る
よ
う
に
感

染
拡
大
を
繰
り
返
し
、
現
在
は
感
染

力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第

６
波
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
感
染
症
対

策
へ
の
献
身
的
な
取
り
組
み
と
昼
夜

を
問
わ
な
い
勤
務
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も
、

感
染
者
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
マ
ス
ク
着

用
や
手
洗
い
の
徹
底
、
家
庭
や
職
場

へ
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
取
り

組
み
を
引
き
続
き
行
い
、
大
切
な
家

族
や
友
人
に
う
つ
さ
な
い
行
動
・
う

つ
ら
な
い
行
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、
原
油
の
高
騰
、
物

価
上
昇
、
株
価
下
落
な
ど
先
行
き
は

不
透
明
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
」
下
で
の
社
会
経
済
活
動

を
再
開
し
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
を

起
動
さ
せ
、
防
災
、
減
災
、
国
土
強

靭
化
を
推
進
し
、
成
長
と
分
配
の
好

循
環
を
実
現
し
て
経
済
を
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
減

少
、
過
疎
化
、
高
齢
化
、
限
界
集
落

等
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
の
担
い
手
不

足
な
ど
地
域
活
力
が
減
退
し
て
い
る

状
況
で
す
。
加
え
て
自
主
財
源
が
乏

し
く
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
国
際
情
勢
や
国
、
県
な
ど

の
動
き
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
本

村
の
特
性
・
資
源
を
最
大
限
に
生
か

し
つ
つ
、
村
民
の
皆
様
と
一
体
と

な
っ
て
、
村
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、

村
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
４
年
度
予
算
編
成
は
骨
格
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
村

づ
く
り
は
、
新
し
い
、
意
欲
の
あ
る

方
に
舵
取
り
を
任
せ
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た

「
野
迫
川
村
総
合
計
画
」、
い
わ
ゆ
る

「
の
せ
が
わ
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」
に
定

め
ら
れ
た
、
村
の
方
向
性
は
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
令
和
４

年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て

次
の
５
つ
の
基
本
目
標
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

１
つ
目
の
基
本
目
標
は
「
快
適
・

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
村
」
で
す
。

道
路
や
公
共
交
通
は
、
住
民
生
活
や

産
業
を
支
え
る
と
と
も
に
、
住
民
の

命
を
守
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
す
。

本
村
で
の
生
活
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
村
道
や
林
道
の
整
備
・
維
持
管

理
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
基
本
目
標
は
、「
活
力
と

交
流
に
満
ち
た
産
業
の
村
」
で
す
。

　
「
の
せ
が
わ
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」
の

中
に
示
し
た
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

に
向
け
て
特
に
重
点
的
、
戦
略
的
に

取
り
組
む
べ
き
施
策
・
事
業
を
抽
出

し
た
「
第
２
期
野
迫
川
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
新
産
業
を
創
出
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
現
在
、
村
で
は
「
き

の
こ
の
村
づ
く
り
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

３
つ
目
の
基
本
目
標
は
、「
次
代
を
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担
う
人
と
文
化
を
育
む
村
」
で
す
。

　

令
和
３
年
４
月
に
義
務
教
育
学
校

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
９
年
間
を

通
し
て
の
教
育
目
標
と
教
育
課
程
を

編
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
色
あ
る

教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

４
つ
目
の
基
本
目
標
は
、「
子
育

て
し
や
す
く
健
康
で
長
生
き
で
き
る

村
」
で
す
。

　

子
育
て
家
庭
に
対
し
て
、
２
歳
児

保
育
の
実
施
や
、
給
食
費
や
保
育
料
、

18
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費

な
ど
の
無
償
化
や
、
定
住
者
奨
励
事

業
交
付
金
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
補
助
金
な
ど
、
村
と
し
て
で
き
る

限
り
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。　

　

５
つ
目
の
基
本
目
標
は
、「
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
つ
く
る
村
」
で
す
。

　

む
ら
づ
く
り
は
、
決
し
て
行
政
だ

け
で
は
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

村
民
の
皆
様
が
、
村
の
将
来
像
や

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

政
と
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
む
ら
づ

く
り
に
積
極
的
に
参
画
・
協
働
し
て

い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

以
上
が
、
の
せ
が
わ
ス
マ
イ
ル
プ

ラ
ン
に
定
め
ら
れ
た
５
つ
の
基
本
目

標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
令
和
４
年

度
に
実
施
す
る
主
な
施
策
で
ご
ざ
い

ま
す
。

令
和
４
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
村
税
収
入
が

極
め
て
少
な
く
、
自
主
財
源
を
地
方

交
付
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

過
疎
化
の
進
行
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
地
方
の
厳
し
い
状
況
が
続
く
中

に
お
い
て
も
、
村
の
存
続
・
地
域
活

性
化
の
た
め
に
、
基
金
の
取
り
崩
し

を
最
小
限
に
抑
え
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
果
的
・
効
率
的
に
配
分
し
な
が

ら
予
算
編
成
・
執
行
す
る
こ
と
で
、

地
方
創
生
へ
の
歩
み
を
確
実
に
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

予
算
規
模
で
す
が
、
一
般
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
予
算
総
額
１
４
億

９
，
８
８
８
万
円
と
な
り
、
前
年
度

比
１
．
４
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
の
総
額
は

１
８
億
４
，
２
３
５
万
円
と
前
年
度

比
３
．
５
％
の
増
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
事
業
勘
定
は
、
予
算
総
額
６
，

８
７
９
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
１
．

２
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
ち
ら
は
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
な
ど
の
推
計
精
査
に
よ
る
減

額
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
直
診
勘
定
は
、
予
算
総
額
６
，

１
４
５
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
７
．

１
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
令
和
４
年
度
は
施
設
整
備
と
し

て
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
画
像
診
断
装
置
を

導
入
し
ま
す
。
主
な
減
額
理
由
は
医

薬
品
及
び
材
料
費
の
減
額
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

は
、
予
算
総
額
１
，
２
３
６
万
円
と

な
り
、
対
前
年
度
１
６
．
１
％
の
増

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら

は
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
の
負
担
増
に
よ
る
増
額
で

す
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
予

算
総
額
８
，
８
５
７
万
円
と
な
り
、

対
前
年
度
６
．
９
％
の
増
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
介
護
給

付
費
な
ど
の
推
計
精
査
に
よ
る
増
額

で
す
。

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
は
、
予
算
総

額
５
，
９
０
３
万
円
と
な
り
、
対
前

年
度
２
４
．
５
％
と
増
額
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
主
に
桧
股
地
区

の
基
幹
改
良
工
事
の
着
手
に
よ
る
増

額
で
す
。

　

代
替
バ
ス
事
業
特
別
会
計
は
、
予

算
総
額
２
，
０
４
２
万
円
と
な
り
、

対
前
年
度
２
．
６
％
の
増
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
原
油
価

格
の
高
騰
に
伴
う
燃
料
費
の
増
額
に

よ
り
ま
す
。

　

温
泉
事
業
特
別
会
計
は
、
予
算
総

額
２
，
７
８
２
万
円
と
な
り
、
前
年

度
か
ら
大
幅
の
増
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
で

計
上
し
て
い
た
項
目
を
特
別
会
計
で

計
上
す
る
こ
と
に
変
更
し
た
た
め
で
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す
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
ホ
テ

ル
の
せ
川
の
観
光
関
連
施
設
指
定
管

理
委
託
料
、
建
物
の
環
境
衛
生
、
消

防
設
備
、
定
期
検
査
、
防
火
設
備
等

の
検
査
委
託
料
や
施
設
維
持
修
繕
料

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
数

が
経
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
せ
川
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
工
事
を
新
規
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　

分
収
造
林
特
別
会
計
は
、
予
算
総

額
５
０
０
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
と

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
、
村

税
収
入
は
約
６
，
７
７
１
万
円
と
前

年
度
に
比
べ
て
約
２
１
７
万
円
、
約

３
．
１
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
主
な
財
源
で
あ
る
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
約
８
億
円
と
前

年
度
と
比
較
し
て
約
２
，
７
０
０
万

円
、
約
３
．
５
％
の
増
額
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。
こ
の
増
額
は
、
国
の

令
和
４
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
地

方
交
付
税
総
額
が
前
年
度
に
比
べ

０
．
６
兆
円
増
額
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歳
入
の
自
主
財
源

の
大
幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
中
、

国
・
県
の
補
助
金
や
交
付
金
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
真
に
必
要
な
村
の

施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
た
め
の

財
源
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
、
各
分
野
の

主
な
取
り
組
み
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
総
務
関
係
で
は
、
庁
内
シ
ス
テ

ム
管
理
事
業
と
し
て
各
シ
ス
テ
ム
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
及
び
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
福
祉
関
係
に
つ
い
て
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
ゆ
う
苑
運
営
事

業
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
南
奈
良
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
に
引
き
続

き
参
画
す
る
こ
と
で
、
村
の
医
療
体

制
に
つ
い
て
も
充
実
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種
業
務

や
乳
幼
児
歯
科
検
診
な
ど
母
子
保
健

事
業
、
が
ん
検
診
等
の
成
人
保
健
事

業
な
ど
の
保
健
事
業
も
継
続
し
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
関
係
で
は
、
き
の
こ
の
村
づ

く
り
事
業
な
ど
を
継
続
し
、
村
に
新

し
い
産
業
と
そ
れ
に
伴
う
雇
用
を
創

出
し
ま
す
。

　

観
光
関
係
で
は
、
高
野
豆
腐
伝
承

館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

よ
り
多
く
の
観
光
客
の
誘
致
を
図
り

ま
す
。

　

土
木
関
係
で
は
、
林
道
は
ホ
ラ
谷

立
里
線
の
開
設
工
事
や
平
川
釜
落
線

村
単
舗
装
工
事
、
北
股
弓
手
原
線
村

単
排
水
施
設
工
事
を
、
村
道
は
上
垣

内
立
里
線
道
路
改
良
・
舗
装
補
修
工

事
や
上
垣
内
水
ヶ
峰
線
災
害
防
除
工

事
を
行
う
と
と
も
に
、
林
道
及
び
村

道
と
も
に
橋
梁
点
検
や
雪
寒
業
務
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
促
進
、
へ
き
地
教
育
の

推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
義
務

教
育
学
校
を
継
続
し
、
特
色
あ
る
学

校
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
に
お
い
て
は
、
生
活
に
不
可
欠

な
社
会
基
盤
整
備
や
社
会
福
祉
、
保

健
衛
生
、
教
育
関
係
の
取
組
に
加
え
、

産
業
や
地
方
創
生
の
取
組
な
ど
、
村

に
と
っ
て
重
要
な
事
業
を
選
択
と
集

中
に
よ
っ
て
、
健
全
に
予
算
執
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
さ
ら

に
厳
し
い
財
政
事
情
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
効
率
的
で
無
駄
の
な

い
予
算
の
適
正
執
行
を
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

令
和
４
年
度
の
施
政
方
針
及
び
予

算
編
成
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
諸
施
策
の
実

現
は
、
私
ひ
と
り
で
成
し
え
る
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
緊
張
感
を

持
っ
て
誠
実
に
、
意
思
決
定
機
関
で

あ
る
議
会
や
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
を
注
い
で
ま
い
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和　

４
年　

３
月　

８
日

野
迫
川
村
長　

⻆　

谷　

喜
一
郎

令和４年４月 （4）



歳 入
１４億９，８８８万９千円

村税

利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
環境性能割交付金
法人事業税交付金
地方特例給付金

地方消費税交付金
地方交付税

分担金及び負担金使用料及び手数料

財産収入

寄附金

国庫支出金
県支出金

繰入金

繰越金
諸収入

村債

地方譲与税

歳 出
１４億９，８８８万９千円

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産商工費

土木費
消防費

教育費

災害復旧費
公債費

予備費

一　般

介護保険
国民健康保険（事業）
国民健康保険（直診）

簡易水道 後期高齢者医療
温泉
バス
分収造林

令和４年度 一般会計予算　

令和４年度 歳入歳出予算　

　１. 村税	 67,718	
　２. 地方譲与税	 52,564	
　３. 利子割交付金	 76	
　４. 配当割交付金	 543	
　５. 株式等譲渡所得割交付金	 186	
　６. 環境性能割交付金	 1,521	
　７. 法人事業税交付金	 301	
　８. 地方特例交付金	 392	
　９. 地方消費税交付金	 11,054	
１０. 地方交付税	 805,043	
１１. 分担金及び負担金	 2,733	
１２. 使用料及び手数料	 18,468	
１３. 国庫支出金	 120,157	
１４. 県支出金	 75,156	
１５. 財産収入	 860	
１６. 寄附金	 1,410	
１７. 繰入金	 140,692	
１８. 繰越金	 30,000	
１９. 諸収入	 11,715	
２０. 村債	 158,300	
	 〔単位：千円〕

　１．議会費	 34,711
　２．総務費	 337,818
　３．民生費	 123,472
　４．衛生費	 96,186
　５．農林水産商工費	 240,270
　６．土木費	 229,282
　７．消防費	 74,840
　８．教育費	 79,557
　９．災害復旧費	 7,000
１０．公債費	 270,753
１２．予備費	 5,000
	 〔単位：千円〕

一般	 1,498,889
介護保険	 88,577
国民健康保険（事業）	 68,799
国民健康保険（直診）	 61,450
簡易水道	 59,036
後期高齢者医療	 12,360
温泉	 27,821
バス	 20,427
分収造林	 5,000
合　計	 1,842,359
	 〔単位：千円〕

歳入　 １４億９，８８８万９千円

歳出　 １４億９，８８８万９千円

財政用語辞典　歳入
村税→�みなさんに納めていただいた村民税や固定資産税など。
地方交付税→�所得税など国が徴収する税金の中から、村の状況に

応じて交付されるお金。
村債→	大きな事業を行うために、国や県、金融機関から借り入れ

るお金。
国・県支出金→	特定の事業の財源として国や県から交付されるお

金。

使用料及び手数料→	村の施設を使ったり、住民票などの交付にみ
なさんが支払うお金。

地方消費税交付金→	地方消費税の中から交付されるお金。
分担金及び負担金→	特定の利益を受ける人から徴収するお金。
繰越金→前年度の決算から繰り越したお金。

財政用語辞典　歳出
議会費→�議会運営のために使うお金。
総務費→�村の総括的な管理経費や自治振興などに使うお金。
民生費→�福祉サービスなどに使うお金。
衛生費→�住民検診・ごみ処理などに使うお金。
農林水産商工費→�農業振興や林業振興、観光事業などに使うお金。

土木費→	道路を整備するために使うお金。
消防費→	防火設備の整備、消防団運営等に使うお金。
教育費→	学校の運営や公民館など、教育の振興のために使うお金。
公債費→	村債（借り入れ金）を返済するために支払うお金。

（5） 令和４年４月



議会の動き
令和４年３月
第１回定例議会

　令和４年３月第１回定例議会が８日に召集され、１５日に報告２件、議案２２件が次のとおり
議決されました。

報告第１号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　（令和３年度野迫川村一般会計歳入歳出補正予算（第８号））
報告第２号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　（令和３年度野迫川村一般会計歳入歳出補正予算（第９号））
議案第１号　過疎地域持続的発展市町村計画（変更）について
議案第２号　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
議案第３号　�特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例に

ついて
議案第４号　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
議案第５号　野迫川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
議案第６号　野迫川村公の施設における指定管理者の承認について
議案第７号　野迫川村公の施設における指定管理者の承認について
議案第８号　奈良県広域消防組合規約の変更について
議案第９号　令和４年度野迫川村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算
議案第１０号　令和４年度野迫川村後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出予算
議案第１１号　令和４年度野迫川村介護保険事業特別会計歳入歳出予算
議案第１２号　令和４年度野迫川村簡易水道事業特別会計歳入歳出予算
議案第１３号　令和４年度野迫川村代替バス事業特別会計歳入歳出予算
議案第１４号　令和４年度野迫川村温泉事業特別会計歳入歳出予算
議案第１５号　令和４年度野迫川村分収造林事業特別会計歳入歳出予算
議案第１６号　令和４年度野迫川村一般会計歳入歳出予算
議案第１７号　令和３年度野迫川村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第４号）
議案第１８号　令和３年度野迫川村後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）
議案第１９号　令和３年度野迫川村介護保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第４号）
議案第２０号　令和３年度野迫川村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第３号）
議案第２１号　令和３年度野迫川村分収造林事業特別会計歳入歳出補正予算（第１号）
議案第２２号　令和３年度野迫川村一般会計歳入歳出補正予算（第１０号）

令和４年４月 （6）



高齢者以外

４１％

高 齢 者
（６５歳以上）

５９％

交通事故死者数
（奈良県内　令和３年中）

以 ）

％
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令和４年４月から年金制度が改正されます令和４年４月から年金制度が改正されます

繰下げ受給の上限年齢引上げ（７０歳⇒７５歳）
　６６歳から７０歳までとなっている老齢年金の繰下げの年齢上限が、７５歳に引上げられます。
また、６５歳に達した日後に受給権を取得した場合についても、繰下げの上限が５年から１０年
に引き上げられます。これにより、年金受給権者が開始時期を自由に選択できるようになります。
対象は令和４年３月３１日時点で、７０歳に達していない方（昭和２７年４月２日以降生まれの
方）または受給権を取得した日から５年経過していない方です。

繰上げ受給の減額率の見直し（０．５％⇒０．４％）
　６０歳から６４歳までに年金の繰上げ受給を開始した場合の減額率が、１月あたり０．５％か
ら０．４％に変更されます。令和４年３月３１日時点で、６０歳に達していない方（昭和３７年４
月２日以降生まれの方）が対象となります。

在職老齢年金制度の見直し（２８万円⇒４７万円）
　在職中の老齢厚生年金受給者について、年金の基本月額と総報酬月額相当額の合計額が一定の
基準を超えたとき、年金の全部または一部が支給停止されます。令和４年４月から６０歳以上
６５歳未満の方の在職老齢年金について、年金の支給が停止される基準の見直しが行われ、６５
歳以上の在職老齢年金と同じ基準（２８万円から４７万円）に緩和されます。

加給年金の支給停止規定の見直し（加給年金⇒支給停止）
　加給年金の加算対象となる配偶者が、被保険者期間が２０年（中高齢者等の特例に該当する方
を含む）以上ある老齢、退職を支給事由とする年金の受給権を有する場合、その支給の有無にか
かわらず加給年金が支給停止となります。
　令和４年３月に加給年金の支給がある方については、経過措置があります。

在職定時改定の導入（年金額の毎年改定）
　在職中の６５歳以上７０歳未満の老齢厚生年金受給者について、年金額が毎年１回定時に改定
が行われます。基準日である毎年９月１日に厚生年金保険の被保険者である場合は、翌月１０月
分の年金から改定されます。

国民年金手帳から基礎年金番号通知書への切替え（新規年金手帳の廃止）
　令和４年４月１日以降、国民年金制度または被用者年金制度に初めて加入する方には、「基礎
年金番号通知書」が発行されます。

　各改正内容の詳細は、日本年金機構ホームページ (https://www.nenkin.go.jp) をご覧くださ
い。

令和４年４月 （8）



奈良県立大淀養護学校　保護者説明会・体験学習奈良県立大淀養護学校　保護者説明会・体験学習

　本校では、知的障害のある幼児の保護者や、児童と保護者等に対して、本校の教育についての

理解と認識を深めていただくために、説明会等を次のとおり行います。

〈小学部〉

①就学説明会

　【対象】　令和５年４月に小学生となる知的障害のある幼児の保護者

　　　　　５月１９日（木）　午前１０時〜１１時半

　　　　　５月２０日（金）　午前１０時〜１１時半

②就学相談（個別体験学習）

　　　　　６月７日（火）〜１２月中旬　午前１０時〜１１時半

〈中学部〉

第１回体験学習

　【対象】　知的障害のある小学６年生とその保護者、小学校の教員ほか

　　　　　６月１３日（月）〜６月２７日（月）　午前９時３０分〜１２時

【教育相談】

　お子様の日常生活指導・教科指導等特別支援教育についての相談等がありましたら、ご利用く

ださい。事前にお申込みが必要です。日程や時間を調整させていただきます。

【問合せ先】　奈良県立大淀養護学校

　　　　　　吉野郡大淀町下渕４１４ｰ１　ＴＥＬ：０７４７（５２）７６５５

　　　　　　mail：oyodoyougo@nps.ed.jp

【ホームページ掲載先】　奈良県立大淀養護学校（保護者・地域の方へ）

総合型地域スポーツクラブからのお知らせ総合型地域スポーツクラブからのお知らせ

教室名 ５月 ６月

スポーツ教室（野迫川小学校体育館） １８日 １５日

　初めての方でも大歓迎です。皆様ご近所お誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。

　上記の予定は変更になることがあります。ご了承ください。

（問い合わせ）　野迫川村総合型地域スポーツクラブ事務局（野迫川村教育委員会内）

　　　　　　　ＴＥＬ：０７４７ｰ３７ｰ２１０１

（9） 令和４年４月



後期高齢者医療保険料率の算定について（令和4・5年度）後期高齢者医療保険料率の算定について（令和4・5年度）

◎令和４・５年度の保険料率について
　後期高齢者医療制度は、皆さんの保険料のほか、現役世代からの支援金と国や県、市町村
が負担する公費によって運営されています。
後期高齢者医療制度では、財政運営期間を２年間としており、この期間の医療給付費等の
財源に充てるため、次のとおり保険料率の改定を行いました。

（現行）令和２・令和３年度 （改正後）令和４・５年度

・均等割額　４８，１００円 ・均等割額　５０，５００円

・所得割率　　　９．４１％ ・所得割率　　　９．９３％

◎保険料賦課限度額の改定
　令和４年度から国の基準に合わせて保険料賦課限度額の改定を行いました。
　これにより所得割率が抑制され、中間所得者の負担軽減が図られています。

・一人当たり上限　６４万円 ・一人当たり上限　６６万円

◎保険料の軽減について
【保険料均等割額の軽減】
　世帯の所得状況に応じて次のとおり均等割額は軽減されます。
　　●�６５歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大１５万円を控

除し、軽減判定されます。
　　●�軽減判定は４月１日（４月２日以降に新たに加入した場合は加入した日）の世帯状況で行

います。

対象者の所得要件
（同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額）※１

均等割の軽減割合

令和４・５年度

基礎控除額（４３万円）＋１０万円×（給与所得者等※２の数―
１）以下 ７割

基礎控除額（４３万円）＋２８．５万円×（被保険者数）
＋１０万円×（給与所得者等の数※２―１）以下 ５割

基礎控除額（４３万円）＋５２万円×（被保険者数）
＋１０万円×（給与所得者等の数※２―１）以下 ２割

※１　�軽減の基準となる「１０万円×（給与所得者等の数―１）は、世帯主と同一世帯の被
保険者に給与所得者等が２人以上いる場合に計算します。

※２　一定の給与所得がある方また公的年金等の所得がある方。
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　奈良県労働委員会委員による労働相談会を毎月実施しま
す！

日　時　原則として毎月第２木曜日１５時〜１６時

場　所　奈良県奈良総合庁舎２階会議室
　　　　（奈良市法蓮町７５７）

概　要
　経験豊富な奈良県労働委員会の委員が、公正・中立な立
場で、解雇や賃金問題、パワハラなど労働に関するトラブ
ルの相談（募集や採用の相談は除く）に応じます。
　県内在住または在勤の労働者と、県内に事業所のある事
業主が対象。一人３０分程度。

費　用　無料

申込み　前日の１６時３０分までに要予約
　　　　詳細は下記へお問合せください。
　　　　　奈良県労働委員会事務局
　　　　　　TEL：０７４２−２０−４４３１
　　　　　　FAX：０７４２−２３−３５３０
　　　　　　HP�：www.pref.nara.jo/1704.htm

奈良県労働委員会委員による奈良県労働委員会委員による
労働相談会を毎月実施します！労働相談会を毎月実施します！
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祝１００歳祝１００歳

おめでとう
ございます　いつまでもお元気で！おめでとう
ございます　いつまでもお元気で！

人口／２月２８日現在　■世帯数　２０６戸　■人口　３４５人　■男　１６８人　■女　１７７人

大阪産業大学との連携協力に関する協定式が行われました大阪産業大学との連携協力に関する協定式が行われました

　３月７日（月）に教育及び研究の充実並びに地域社会の発展に寄与するため協定を締結しまし

た。今後は、大阪産業大学との交流を通じて地域コミュニティーの活性化を目指し、自然の里

や廃校になった学校施設を活用する予定です。また、子供向けにロボットプログラミング講座

も計画されています。

お問い合わせ先　野迫川村産業課　TEL：０７４７−３７−２１０１

　北股区の中本みよ子さんが１００歳にな

られました。

　百寿を迎えられました３月５日（土）中本

さん宅において、村長がお祝い目録と賞状

を贈呈しました。

　本村で１００歳を迎えられた方は９人目

になります。今後も元気でお過ごしくださ

い。

令和４年４月 （12）
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